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べた。コラーゲ、ンゲ、ル中で軟骨株細胞 ATDC5 細胞を多孔質リン酸三カルシウム (ß ・TCP) で培養した結果、 ATDC5
細胞が成長し、多量のプロテオグリカンを排出していた。またその成長に伴って排出された繊維状コラーゲンがサン
ゴ礁様の粗い表面を持つ多孔質 0 ・TCP の気孔内部壁に絡み合い、その接着性は向上した。
第 4 章では、細胞増殖因子である骨形成タンパク質-6 (BMP-6) を強固に吸着した多孔質 0 ・TCP を用いて本シス
テムの改良を行った。その結果、多孔質 0 ・TCP 表面付近の ATDC5 細胞の石灰化及び類骨化を促進し、生体内の成
長板に類似した構造を持つシステムを作製することができた。
第 5 章では、細胞増殖因子に変わる生理活性を有する低分子有機物の ATDC5 細胞の細胞成長に及ぼす影響につい
て調べた。アミノ酸の一種であるアスパラギン酸をリン酸八カルシウム (OCP) の層間に取り込んだ Asp-OCP 及び






培養軟骨部分と多孔質 0 ・TCP 部分で 0.3"'0.4程度の pH の差があることを観察した。このことから、同じ培養軟
骨・多孔質リン酸カルシウム接合システム内においても、細胞成長の程度が場所によって異なることがわかった。第 7










(3) 細胞増殖因子の一つで、ある BMP-6 を多孔質リン酸カルシウムに強固に吸着させることにより、生体関節軟骨
類似の構造を持つシステムへと改良できること明らかにしている。
(4) 細胞増殖因子に代わる生理活性を有する低分子有機化合物として、アスパラギン酸が有効であり、そのリン酸
カルシウムへの担持方法として、「層間への取り込みJ が有用であることを明らかにしている。
(5) 本システムにおける、細胞成長の新しい評価方法としての光走査型化学顕微鏡を用いた観察により、従来法で
は観察できなかったシステム内における細胞成長の違いを観察できることを明らかにしている。
以上のように、本論文は多孔質リン酸カルシウムと培養軟骨を組み合わせた新しい人工関節軟骨モデ、ルの考案、作
製およびその改善を行い、これまで人工関節軟骨の問題点であった「接着」という問題点の克服に貢献した点で意義
深い。このことは、今後の人工関節軟骨研究に対して多くの基礎的知見を与えるもので、材料工学並びに生体組織工
学の確立に寄与するところが大きい。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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